
たねや、クラブハリエ（滋賀県）

たねや、クラブハリエは脱プラ・過剰包装廃止に向けた取組を推進

【たねや、クラブハリエの概要】
・創業：明治５年（1872年）
・事業内容：和・洋菓子の製造販売、喫茶・食事
・グループ構成：（株）たねや、（株）クラブハリエ、（株）たねや農藝
・本社：滋賀県近江八幡市
・主な商品：どらやき、バームクーヘン 等

たねや、クラブハリエ × SDGs

2015年9月の国連サミットで採択された「持続可
能な開発のための2030アジェンダ」において、
2030年までに達成すべき目標として「持続可能な
開発目標（Sustainable Development Goals）」
が掲げられた。

たねや、クラブハリエで
は環境への取組として、
菓子の容器を見直し、容
器に使用するプラスチッ
クや紙の使用量を削減す
る取組を行っている。

取組に関連するSDGｓの目標

【主な取組の成果】
・バームクーヘンミニのトレーをプラ製から紙製にすること
で、年間１１５トンの二酸化炭素削減。
・どらやきのトレーの肉薄化により、年間２３トンの二酸化
炭素削減。
・たねや寒天の容器をプラ製からアルミック缶®に変更する
ことにより６８％のプラスチック削減を実現。
・紙袋を有料化することにより、紙製の手提げ袋の出荷量は
１年で約５５％の削減。

ラコリーナ カフェではグラスを使用し、
ストローを紙製に変更



バームクーヘンミニのトレーを紙製に

容器包装であるプラスチック製トレーを紙製に変更
し、脱プラと二酸化炭素削減を実現。
年間販売数５００万個で削減される二酸化炭素は約
１１５トン。

アルミック缶®の使用

「たねや寒天」の従来のプラスチッ
ク容器から、アルミック缶®に変更
することにより、６８％のプラス
チック削減を実現。
（寒天は９０gから１０５gへと増量）

厚みを0.27mmから
0.18mmに変更。
どらやきは年間300万個製
造していることから、
二酸化炭素の削減効果は年
間約23トンになる。

手提げ袋の有料化

2021年５月15日（土）から手提
げ袋を有料化した。有料化して１
年後には手提げ袋の出荷量は以前
の約４５％となった。
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